
 

1 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 

 

 

日時 2014 年10 月 31 日（金） 18：3０～ 総会 ／ 19：3０～ 懇親会（参加費 3,000 円） 

会場 北海道大学クラーク会館 3F 国際文化交流活動室 

（札幌市北区北 8西 7） 

お問い合わせ 事務局・佐光まで（Tel/e-mail:左上を参照） 

※ 同封ハガキに参加人数を記入し、ご投函ください。 

※ 懇親会では、お子様を含めご家族、お友達の参加を 

歓迎します。お誘い合わせでお越しください。 

※ 会場内では「年会費の納入」もできます。 

 

 

  

  

 
 
 

 

発 行 

北海道ポーランド文化協会 
〒006-0006 

札幌市手稲区西宮の沢 6 条 
1 丁目 16-1-210 佐光方 

電話・FAX 011-215-6696 

samitsu0204@gmail.com  
http://hokkaido-poland.com/ 

クラーク会館 

北大正門 

JR 札幌駅 
北口 

 

 

パフォーマンスがとびだ
すことも…。ビールもあり
ます！ 持ち込み歓迎。 

第 83 号 2014. 9. 1５ 

北海道ポーランド文化協会会誌 

 

 

写真は過去の総会・懇親会風景 

北大クラーク会館 3 階 

国際文化交流活動室にて 
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2014 年１0 月 31 日（金）午後 6 時 30 分から北海道大学クラーク会館３F 国際文化交流活動室において、第

28回総会及び懇親会が開催されました。総会には会員 17名、懇親会には日本人 17名、ポーランド人 21名

が参加し、料理とお酒と歌で交流を深めました。（佐光伸一） 

 

第 1 号議案 2014 年度（2013.10−2014.9）事業報告 

1.第 27回総会・懇親会 2013年 11月 8日（金）総会18

時～、懇親会 19 時～、北大クラーク会館３F 国際文

化交流活動室、参加者：総会 15 名、懇親会 25 名 

2.例会 

1）第 68 回例会「午後のポエジア」2014 年 6 月 14 日

（土）14 時開演、北大クラーク会館 3F 国際文化交

流活動室、参加者約 80 名 

2）第 69 回特別例会「樺太時代に生きたポーランド人

～彼らはどこから来て、いかに生き、どこへ帰ったの

か～」講師：尾形芳秀、2014 年 6 月 28 日（土）14 

−16 時、駐日ポーランド共和国大使館（東京都目

黒区）、参加者約50 名 

3.会誌「ポーレ」発行 

第 81 号（2014 年 3 月 20 日）、82 号（5 月 15 日）、83

号（9 月 15 日）の 3 回発行 

4.共催／後援等事業 

1）ヴィトルト・ルトスワフスキ生誕 100 周年記念講演&

演奏会～ズビグニェフ・スコヴロン教授を迎えて～

《ポーランド楽派を聴く》～ショパンとルトスワフスキ

～、2013 年 10 月 15 日（火）19 時開演、札幌大谷

学園百周年記念館同窓会ホール、講師：ズビグニ

ェフ・スコヴロン、三浦洋、演奏：松井亜樹（ソプラ

ノ）、高橋健一郎、坂田朋優、川染雅嗣、谷本聡子

（以上、ピアノ）、菊地秀夫（クラリネット）、参加者約

80 名、主催：「W.ルトスワフスキ生誕 100 周年記念

講演&演奏会」実行委員会；後援：本会、ポーラン

ド広報文化センター、札幌大谷大学・札幌大谷大

学短期大学部、札幌市・札幌市教育委員会、日本

アレンスキー協会、日本ショパン協会北海道支部、

北海道作曲家協会、札幌音楽家協議会 

2）記念セミナー「ポーランドのアイヌ研究者ピウスツキ

の仕事─白老における記念碑建立に寄せて─」

2013年 10月 20日（日）9−17時、北海道大学学術

交流会館講堂、参加者約 200 名、主催：本会、北

海道大学スラブ研究センター；共催：グローバル

COE プログラム「境界研究の拠点形成」；協力：駐

日ポーランド大使館、ポーランド広報文化センター 

3）北大祭におけるポーランド留学生の出店、2013 年

6 月 5 日（木）～8 日（日）9−21 時、北大総合博物

館前テント、主催：北海道大学ポーランド人留学生

会；後援：ポーランド広報文化センター、本会 

第 2 号議案 2014 年度収支報告 

1．2014 年度収支報告 ７頁の資料をご参照ください。 

2．2014 年度監査報告 

（氏間多伊子・小林暁子・斎田道子） 

第 3 号議案 2015 年度（2014.10−2015.9）事業計画 

1．第 28 回総会・懇親会 2014 年 10 月 31 日（金）総会

18 時 30 分～、懇親会 19 時 30 分～、北海道大学ク

ラーク会館３F 国際文化交流活動室 

2.例会 

1）第 70 回例会 ヤン・カルスキ生誕 100 周年記念展

示会「私はホロコーストを見た─ヤン・カルスキの黙

殺された証言」2014 年 10 月 27 日（月）～11 月 9

日（日）8:45−22:00、札幌エルプラザ２階交流広場 

2)第 71 回例会「カシューブ詩人ヤロミラ・ラブダ朗読

会」2015年 2月 5日（木）18:30～、北海道大学クラ

ーク会館３F 国際文化交流活動室 

3）第 72 回例会 朗読会「午後のポエジア」2015 年 6

月頃（予定）、会場未定 

4)その他 

(ア) 創立 25 周年記念誌の発刊、2015 年 3 月末

（予定） 

(イ) 発刊記念パーティ（未定） 
3.会誌「ポーレ」発行 2015 年 1 月、5 月、9 月の 3 回 

4.後援／協力事業等 

1）さっぽろオペラ祭 2014・北海道二期会創立 50 周

年記念 オペラ「ショパン」主催：北海道二期会、さ

っぽろオペラ祭実行委員会、2014 年 10 月 12 日

（日）・13 日（月）、札幌市教育文化会館小ホール、

本会後援 
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2）遠藤郁子デビュー50 周年記念ピアノリサイタル「北海

道～パリ～そしてポーランド」2014 年 11 月 8 日（土）

札幌コンサートホールKitara小ホール、本会後援 

3）ポーランドが生んだアートマイム、ステファン・ニジ

ャウコフスキ初来日！公開ワークショップ+プレゼン

テーション+上演“サイレンス・オブ・ザ・ボディー / 

Milczące Ciało / 沈黙する身体─アートマイム”

ワルシャワ─東京、総合芸術監督：ステファン・ニジ

ャウコフスキ、出演：児真順子ほか、2014年 11月 7

日（金）～10 日（月）、東京・両国シアターＸ（カイ）、

本会協力 

第 4 号議案 2015 年度予算案について 

７頁の資料をご参照ください。（氏間多伊子） 

第 5 号議案 2015 年度人事案について 

2015 年度役員等 下線は新任者 

（会則第６条に基づく役員） 

会長 ： 安藤厚 

副会長 ： 小笠原正明、霜田千代麿 

運営委員 ： 安藤むつみ、氏間多伊子、薄井豊美、大

久保律子、尾形芳秀、栗原朋友子、越野剛、小林美

保、佐々木保子、高橋健一郎、富山信夫、塚本智宏、

中島洋、三浦洋、アグニェシュカ・ポヒワ、ラファウ・ジ

ェプカ 

事務局長 ： 佐光伸一 

監査委員 ： 小林暁子、斎田道子 

（会則第15条（改正後）に基づく事務局、会誌編集委員

会および部会） 

事務局 ： （事務局長）佐光伸一、（副事務局長）栗原

朋友子、（会計担当）佐々木保子、（事務局員）ラファ

ウ・ジェプカ 

会誌編集委員会 ： 氏間多伊子、尾形芳秀、栗原朋友

子、越野剛、佐光伸一、ラファウ・ジェプカ 

記念誌編集委員会 ： 安藤厚、氏間多伊子、小笠原正

明、尾形芳秀、栗原朋友子、越野剛、小林暁子、小

林美保、斎田道子、佐々木保子、佐光伸一、霜田千

代麿、ラファウ・ジェプカ 

（会則第 16 条（改正後）に基づく東京事務所） 

東京事務所 ： 霜田英麿 

第 6 号議案 会則の改正について 

以下の条項を新設する。 

第 15 条 本会に事務局、会誌編集委員会および各

種の事業を推進するための部会をおくことができる。

その構成、運営に関する事項は運営委員会にお

いて決定する。 

＊ これまでの第 15 条は第 16 条に、第 16 条は第

17 条に変更する。 

＊ 2014 年 10 月 31 日改訂 とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇親会風景（歌：シーシャンティ「海物語」指導：ラファウ・ジェプカ、ミハウ・マズル＆安藤むつみ「最後の日曜日」） 
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